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⑥環境基本計画 本事業の左記計画における位置づけ・・・ 無し 計画ｺｰﾄﾞ

公務災害の防止と快適な職場環境の形成を図るため、４つの組織ごとに管理規程を設けて、１３の安全衛生委員会を設置（消防・水道を除くと１１）して
おり、月に１回委員会を開催している。また、各安全衛生委員会の共通事項について調整を図ることを目的に、１１の安全衛生委員会の代表者からなる
中央安全衛生委員会を年２回開催しており、同委員会主催による健康管理講習会を年１回開催している。

総合計画の体
系

目的（何のために行うのか、具体的に）

職場における職員の安全と健康を確保し、快適な職場環境の形成を促進すること。

行政改革大綱における行動計画への位置づけ
ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ｺｰﾄﾞ

対象（誰を、何を対象としているのか）
単位

平成 18 年度

評価日 平成20年5月15日 記入者職氏名

Ｈ１５年度の発生件数を基準に毎年
５％ずつ減少させる。

評価理由及び対応策

予算規模が小さいため。

月１回の安全衛生委員会を開催し、快適な職場環境に努めている。
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57 47 実績値の拡大を図る1
実績値の縮小を図る284.2達成率

２０年度中

減額

業務を進めていくうえでの課題

公務災害防止や快適な職場環境の形成は、職員一人一人の意識が重要である。このため、各安全衛生委員会は活発に活動を続ける必要がある。

終了

公務災害及び通勤災害の発生件数 平成１９年度に比して５％減少させる。
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Ｈ20見込み

市民一人当たり（単位：円）

活動実績
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計算方法

ニュースの発行回数

決　　　算　（見込み含む）

対象数
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成果分析
公務災害及び通勤災害
発生件数

市長部局安全衛生委員
会の開催回数

当初予算
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（千円）平成 20

全職員（消防、水道職員を除く）

業務の具体的な内容及び実施方法
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（5） 職員の安全衛生の充実
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平成19年度中に改善した点

市長部局本庁舎等安全衛生委員会において、市庁舎の喫煙場所・時間について審議し、地下の喫煙場所を１ヶ所に統合する等、分煙化を進めた。
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年度事務事業評価表（内部管理業務用）
部課コード

労働安全衛生事業

010700 ℡ 2998-9048

総合政策部 職員課

評
価

≪会計種別≫ 一般会計

事業費合計 6,902

人 6,900正規職員人件費 0.75

評価項目

コ ス ト の
見 直 し

昨年度の評価結果及び上記評価による、今後の業務の進め方

公務災害及び通勤災害の件数については、前年度に比べると１０件減少したものの目標値より２件多かった。今後も、職場環境の整備と職員の意識向
上のため、各安全衛生委員会において継続的な取り組みを行い、ニュース等による職員への周知も強化する。

見直しの必要性

今期目標項目（何を）

職員担当参事　　平野　澄彦
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